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１．目的｠｠

近年過酷な交通荷重を受ける鋼道路橋に疲労損傷が生じている。特に鋼床版は薄肉構造で、しかも輪荷重を

直接受けるため、疲労損傷が発生しやすい部位である。鋼床版の疲労損傷事例の中でも、デッキプレートと垂

直スティフナーのすみ肉溶接部は数多く疲労亀裂が報告されており、適切な補修・補強が求められている。本

研究では、その疲労亀裂を再現すると共に、補強方法を提案し、その効果を疲労試験と応力測定試験を行うこ

とにより検討する。｠

２．補強方法｠｠

ここでは垂直スティフナーを L 形鋼により補強することを考えた。

さらに応力軽減を実現するために、デッキプレートとの密着度を高め

る補強方法を考えた。すなわち、中間のボルト穴に設置したテーパー

カラーによってＬ形鋼をデッキプレート側へ密着させる方法である。

図 1 に示すように、垂直スティフナーに補強材をテーパー面を有する

カラーを介してボルト締めすることにより、スティフナー下端の反力

を利用し補強材をデッキプレート方向に移動させる。これにより補強

材とデッキプレートとの密着・固定が可能となる。｠

３．応力測定結果｠｠

補強効果を調べるために応力測定試験を行った。図 2 に示すように、垂直ス

ティフナーの溶接止端から 2mm の位置に 5 連ゲージを貼付し、補強前と補強後

に応力測定を行った。その結果を図 3 に示す。補強によって溶接止端から 2mm

離れた位置の応力は約 30％軽減されている。｠

４．疲労試験方法｠｠

試験体の形状と寸法を図 4に示す。また試験の様子を写真 1に示

す。試験体はデッキプレートと垂直スティフナーの溶接部を模擬し

たものである。載荷位置は、デッキプレート中心部の 50mm×100mm

の範囲である。疲労試験中は、所定の繰り返し回数ごとに磁粉探傷

法で疲労亀裂の発生と進展を観察した。また、この試験は①補強し

ていない試験体と、②補強した試験体、③さらに高い補強効果を得

るために、L 形鋼とデッキプレートの間にセメント系グラウト材を

注入し完全に密着させた試験体、の３種類の試験体について行った。

①試験体においては、亀裂長さが 100mm 程度となるまで進展させ、

実橋で多数確認されている亀裂を再現した。②試験体においては、

図 1｠ 補強方法 

図 2｠ 応力測定方法 
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図 3｠ 応力測定結果 
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荷重範囲 40kN で 100 万回あるいは 200 万回繰返し載荷した後、亀裂

長さを測定した。③試験体においては、荷重範囲 40kN で 200 万回繰

返し載荷した後、亀裂長さを測定した。｠

４．疲労試験結果｠

疲労試験結果を表 1に示す。①試験体での亀裂長さは、いずれの荷

重条件でもほぼ繰り返し回数に比例して進展した。図 5 は荷重範囲

30kN で観察した亀裂長さと繰り返し数の関係である。また写真 2 は

亀裂の例で、溶接止端部に発生した亀裂はデッキプレートへ進展して

いる。②試験体では、40kN の荷重範囲で 100 万回繰返し荷重を与え

ても検出された亀裂の長さは、5mm 程度にすぎず、別の②試験体・40kN

においても、200 万回繰返し載荷時の亀裂長さは 5mm 程度にすぎなか

った。さらに、③試験体では荷重範囲 40kN で 200 万回繰返し載荷し

たが、亀裂の発生はなく、高い補強効果が確認された。｠

５．まとめ｠

・｠ L 形鋼をデッキプレートに密着させる補強方法を提案し、その

効果を確認した。｠

・｠グラウト材を挿入し完全密着することで、さらに高い補強効果

が得られることを確認した。｠

図 4｠ 試験体の形状と寸法 写真 1｠ 試験の様子 

表 1｠ 疲労試験結果 
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図 5｠ 亀裂長さと繰返し数の関係 
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写真 1｠ 疲労亀裂の様子 
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